
川島町小中一貫教育推進協議会について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで・これからの主な取組み 

第1期（H30～R1） 第2期（R2～R3） 第3期（R4～R5） 第４期（R6～R7）（案） 

（平成30年度） 

視察、有識者の講演 

意見交換 

 

（令和元年度） 

視察、有識者の講演 

意見交換 

 

 

 

（令和2年度） 

視察、有識者の講演 

意見交換 

 

（令和3年度） 

検討結果がまとまる 

「～川島町の未来を拓く～ 

小中一貫教育開校にむけて」 

↓  

総合教育会議 

令和７年度から、町として 

小中一貫教育を推進することが決定 

（令和4年度） 

・小中一貫教育基本方針を検討 

・小中一貫教育の教育課程の編成 

・川島中学校の小中一貫教育校化に 

伴う整備方針の検討 

 

（令和5年度） 

・小中一貫教育校の日課表の作成 

・小中学校教員の相互乗入れ授業の検討 

・小中合同事業の検討 

 

 

 

（令和6年度） 

・小中一貫教育基本方針に基づいた、各小・中学校の

教育目標等の検討 

・川島中学校区、西中学校区、それぞれでの小中一貫 

教育の具体的な検討 

 

（令和7年度） 

・さらに具体的な方策の検討（相互乗入れ授業等） 

 

 

【目的】 小中一貫教育を推進するため、課題を整理し、その具体的な方策を研究、検討する 

  【協議会委員】 

 

 

 

 

 

 

 

協議のうえ、 意見を取り入れる 教務主任【専門部会委員】が研究検討メンバーとなる 

学校職員 

(校長､教務主任) 
保護者代表 

(連合PTA会長) 

地域代表 

(区長会長) 

学識経験者 

公募など 

【事務局】 

・先進事例の収集 

・視察の企画・実施 

・専門部会の研究、検討の指導 など 

資料5

丁目 


